
安全上のご注意
●アイロンを使用しますので、やけど、火災に十分にご注意ください。特にお子さまだけによる取扱いはおやめください。
●ご使用前に本製品とご使用になるアイロンの取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。

準 備 す る も の

アイロン

表面が堅めのアイロン台または、堅くて丈夫な台
（テーブルやこたつ板などの上に、厚手の紙や布を敷いたもの）

せんすキットに使用しているアイロン転写紙は、その仕様上、湿度や温度などの変化に
影響を受けやすくなっています。アイロン転写紙をせんすに貼り付けた後、長い間キレ
イにお使いいただくために、この取扱説明書をよくお読みください。

※アイロン転写紙保護のためにシリコン紙
をアイロン転写紙の上においています。
シリコン紙には印刷ができませんので、
使用しないでください。

アイロン転写紙

シリコン紙
（半透明でうすく、ペラペラしています）

カッター or はさみ

エプソンプリンタでは、「アイロンプ
リントペーパー」、「Tシャツ転写紙」
を選ぶと、プリンタドライバ側で画像
が自動的に左右反転されますので、
元のデータを左右反転させる必要は
ありません。

安心！
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A4
サイズ

インクジェット用

手作りせんすキット
JP-SEN2・3

ご注意

この度は、サンワサプライのインクジェット用手作りせんすキットをご購入いただき、誠にありがとうございます。この用紙はインクジェット
プリンタで印刷した画像をアイロンを使って付属のせんすに転写し、オリジナルせんすを作ることのできるキットです。
このキットを正しくお使いいただくために、ご使用前に本書をよくお読みください。

せんすキット（キットに入っているもの）

せんす（白地） アイロン転写紙

使 用 方 法

最新の情報、自由に使える画像やイラストなどの素材のダウンロードについては、
用紙専用サイト「ペーパーミュージアム」 http://paperm.jp/
または、 http://www.sanwa.co.jp/ へgo！

1 デザインをします。 まめ知識

印刷しない部分を用紙上に作ることで、
白い部分を作ることができます。

印刷した用紙

あとからトリミングしやすいように、画像のまわりに
1cm位の余白をもたせてデザインしてください。

転写したせんす
用紙のまわりが汚れやすくなるのでフチなし全面印刷のデザインはしないでください。
デザインするときのご注意

アイロン転写紙自体は半透明です。
せんすは白地なので、何も印刷して
いないところは白くなります。

アイロン転写紙がA4サイズなので、A4サイズでお好きな画像、イラスト
を使ってデザインをします。せんすの幅の中におさまるよう、大きさは調整
してください。※特別なソフトは必要ありません。大きさの目安となるひな形をペー
パーミュージアムで用意しています。下記WEBサイトをご参照ください。
(その後、アイロン転写紙の表面に反転印刷します。)

カラー白色

〈例〉

綿のハンカチ 
※白いハンカチで薄手のものが、転写シートがうすく見え、キレイに
　仕上がるのでおすすめです。
※色移りする可能性があるので、色移りしてもよいハンカチをご用意
　ください。

ご用意いただくもの

反転画像を作らなくても大丈夫！



〈用紙設定・モード設定（例）〉
印刷の際には下記のモード設定でご使用いただくと良好な画像を得ることができます。

印刷モード

ファイン

標準/キレイ

用紙設定（用紙種類）

アイロンプリントペーパー/普通紙※3

Tシャツ転写紙/バックプリントフィルム/普通紙※3

プリンタ

キヤノン ※1

※1：エプソン・キヤノンプリンタでは、用紙設定で「Tシャツ転写紙」「アイロンプリントペーパー」等を選ぶと、自動的に画像が反転されます。元々の画像を左右反転させて
作る必要はありません。詳しくは、各プリンタの取扱説明書をご参照ください。

※2：エプソンプリンタPM-4000PX、PX-G・Ｖ・Aシリーズなどの顔料系インクにも対応しますが、アイロンをあてすぎたり温度が高すぎたりすると画像が全体的に黄色っ
ぽくなることがありますので、ご注意ください。

※3：エプソンプリンタで普通紙を選んだときは必ずプリンタドライバ上の詳細設定で「反転印刷」の設定を選び、「左右反転印刷」を設定してください。キヤノンプリンタで
は、反転画像を作成してください。

※印刷直後に印刷した部分(特に黒など色の濃い部分をさわると、印刷内容がこすれたりはがれたりする恐れがあります。充分に乾燥させてください。
※エプソン顔料系インクにも対応しますが、十分に乾燥させてください。乾燥が不十分な状態で用紙を重ねたり、印刷部分をさわったりすると、色うつりや汚れが生じること
があります。

エプソン ※1・2

給紙ガイドを
A4サイズに
あわせる
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左右反転印刷をする→充分に乾燥させる

アイロン
転写紙
表面

（印刷面）

※右上コーナーがカットしてある面
が表面で、この面に印刷できます。
裏表を間違えないようにプリンタ
にセットしてください。

〈印刷について〉
1）用紙サイズを必ず「A4」にしてください。
2）用紙を置いた時、右上のコーナーがカットしてある方が表面で印刷面になります。表面がプリン
タのノズル側にくるように用紙をプリンタに差し込んでください。

3）この用紙は手差しで1枚1枚給紙してください。（一般的な用紙より用紙にコシがなくやわらか
いので、紙づまりなどがおこりやすくなっています。用紙をセットするときは、給紙ガイドをしっか
りA4サイズにあわせ、用紙の後ろに厚紙を置いてください。給紙がうまくいかないときは、厚紙
の後ろにコピー用紙を10枚程度おいてください。）    

4）下記の用紙設定に従い、左右反転印刷をします。
5）印刷直後はインクが完全に乾いていないので、乾くまで（20～30分）、印刷面には触れないように
してください。

低温

2 印刷をします。
デザインした画像やイラストをアイロン転写紙に左右反転して印刷します。

〈プリンタについて〉
この転写紙が使えるのは、下記のプリンタです。

ご注意

アイロン
転写紙
表面

（印刷面）

●画像から5mm～1cm程度の余白をとってください。
●カットする時は角を丸く、単純な形に切ってください。また、切り込みを入れると後で
はがしにくくなるので、切り込みは入れないでください。
●印刷後は、20～30分以上乾燥させてから切り取り作業を行ってください。
●印刷後は、ニジミや変色などが生じる恐れがありますので転写しない状態で長時間放
置しないでください。やむを得ず保存する際は、十分に乾燥させた上で同梱されてい
るシリコン紙をこの用紙の上に置き、用紙が入っていた袋に入れて保存してください。

ご注意

3 アイロン転写紙の余白部分を切り取ります。
20～30分後、十分に乾燥していることを確認後、
画像から5mm～1cm程度の余白をとって、はさみまたは
カッターでキレイに切り取ります。

4 転写しやすくするため、せんすにアイロンをかけ、
平らにします。
アイロン・せんす・アイロン台を用意し、低温でアイロンをかけ
てせんすの折りを平らな状態にします。

画像の周囲を
5mm～1cm
程度あける

エプソン

キヤノン

PM・PX・CCシリーズ※、MJシリーズ
※PM-4000PX、PX-G・V・Aシリーズ
などの顔料系インクにも対応。
PIXUS・BJC・BJシリーズ

※他のプリンタでは使用できません。

せんすの持ち手を反対側に置く
方が、キレイに折りをのばせます

a

せんすの真ん中部分（ⓐ）は折りが強いのでしっかりのばしま
す。このとき、アイロンの先端でせんすを破ってしまわないよう
に注意してください。

●アイロン転写紙の表面（印刷面）がプリンタの
ノズル側にくるように用紙をセットしてくださ
い。（裏表を間違えないように）アイロン転写
紙の右上コーナーがカットしてある方が表面
で印刷面です。
●用紙のまわりが汚れやすくなりますので、フチ
なし全面印刷はしないでください。
●用紙は1枚ずつプリンタにセットしてください。
●用紙がカールしていたら、カールを直してセッ
トしてください。
●折れや引っ掻きにより表面にキズや指紋など
の汚れがつかないように、用紙の端をもつよう
にしてください。

エプソンプリンタでは、用紙設定で「Tシャツ転写紙」・「アイロンプリントペーパー」等を選ぶと、自動的に画像が反転されて印刷されます。チェック！



●     と同じように1ヶ所「10秒ずつ押さえつける」作業を数回繰り返して、全
体に均等に熱と力をかけてください。また、せんすが焦げないようお気をつ
けください。

●アイロンの温度は低温で。
●ハンカチなしで、直接転写部分にアイロンをかけないでください。
●　  で、アイロン転写紙の裏紙をはがしたとき、せんすの折り目部分、谷部
分、転写部分の端などうまく貼り付いていない箇所がある場合は、特に念入
りにアイロンをかけてください。
●せんすにうまく転写できない箇所がある場合は、ハンカチを二つ折りにし、ア
イロンの温度を中温にしてアイロンをかけてください。その際、ハンカチの
折り目などのカタが付かないように注意してください。

●せんすの両面（表裏）に転写するとき、裏側の転写部分にハンカチなどあて
布を置いてから転写してください。

7 ハンカチを使ってもう1度アイロンをかけ、転写紙を定着させます。
せんすの転写部分にハンカチをあて、低温で一カ所約10秒間、
アイロンをかけます。

5

6

ご注意

●すぐにせんすをたたむと、転写シート部分がくっつく恐れがあります。

ご注意
●せんすの開け閉めをしているうちに、転写したデザインの折り目の部分に折
り目の跡がつくことがあります。

ご注意

ここでのアイロン仕上げが重要です。
冷めないうちにハンカチをはがすと転写部分
がハンカチにくっついてはがれてしまいます。

3

低温
（一カ所10秒程度）

アイロンの
スチーム穴の
ある部分は
使わない

一度貼った転写紙の
上から別の転写紙を
貼り付けない

6 アイロン転写紙の裏紙をゆっくりはがします。

●アイロンをかけたせんすが完全に冷めてからはがしてください。冷めないうち
にはがすと、絵柄などが伸びたり、破れたり、はがれたりすることがあります。
●めくりにくい時は、まだ完全に転写できていません。もう一度アイロンをかけ
てください。
●アイロン直後は転写部分の用紙が熱くなっていますので、2～3分間は触ら
ないでください。
●アイロン転写紙が冷えた後は、放置せず速やかにシートをはがしてください。
●アイロン転写紙をはがす時は、片手でせんすを押さえながら、ゆっくりとはが
してください。勢いをつけてはがしたり、ひっぱったりすると画像が伸びたり、
ひび割れが入ることがあります。

アイロンをかけたせんすが完全に冷めるまで待ってから、
転写紙の裏紙をはがします。

はがすときは、端や角からゆっくりとめくると簡単にできます。

ご注意

必ず
冷めてから
はがして
ください。

はがしにくい時は
アイロンかけが
不足しています。

低温
（一カ所10秒程度）

※一度貼り付けたらはがせません。（失敗したとき、貼り付きが悪いときは転写シートをはがすことが
できますが、はがした部分に毛羽立ちができたり、せんすが破れたりすることがあります。）

8 せんすが完全に冷めてから、ハンカチをはがし

広げた状態のまま半日ほど放置します。
9 できあがり！
せんすの折り目に従いせんすをたたみます。

ハンカチを熱いうちにはがすと、ハンカチに転写部分が
くっつくことがあります。

4 3

4

5 せんすに転写します。
　 で平らにしたせんすの上に、　 で切ったアイロン
転写紙を転写したい場所に印刷面を下にして置きます。

せんすの持ち手を反対側に置く方が、均等に力を入れる
ことができ、キレイに転写できます

印刷面を下にして置きます。
上下左右方向に注意して
置いてください。

※　  での折り、せんすののばし方が不十分だと、アイロン転
写紙がキレイに転写できないことがあります。せんすの折り
が十分のびていないときは、再度せんすの折りにアイロンを
かけて平らな状態にしてください。

低温で一カ所約10秒間、アイロンをかけます。
せんすの折り目部分や端は転写が不十分なことが多いので、折り目部分・
端は念入りにアイロンをかけてください。



www.sanwa.co.jp

使用上の注意

保管上の注意

※万一製造上の不備がございました場合には、同数の新しい製品とお取替えいたします。それ以外の責はご容赦いただきます。
※本製品は光や保管条件によって変色、退色いたしますが、この点についてのお取替え、その他の補償はご容赦いただきます。
※製品改良のため、仕様・外観は予告無しに変更することがありますのでご了承ください。   
　記載の社名及び製品名は一般に各社の商標又は登録商標です。

08/04/SNME

ご注意

●対応プリンタ、転写方法など、ここに記載されている以外の方法でご使用になられた場合に生じた不具合について、弊社では一切の責任を負いかねます。予
めご了承ください。
●アイロンで転写中に若干蒸気および臭気が発生することがあります。換気の良いところで作業してください。
●このアイロン転写紙は表面にキズがつきやすくなっております。折れや引っ掛けにより、表面にキズがついたりはがれたりする恐れがありますので、取扱い
には十分ご注意ください。またキズや指紋などの汚れがつかないよう用紙の端を持つようにしてください。
●アイロンを使用しますので、やけど、火災にご注意ください。特にお子さまだけによる取扱いはおやめください。
●ご使用前に本製品とアイロンの取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。
●印刷面をこすったり、傷をつけたり、折り曲げたりしないでください。
●プリンタの種類、プリンタの印刷モード、インク、ドライバソフトなどにより画像色・画像の精細さが変わることがあります。
●せんすに一度貼り付けたアイロン転写紙は、基本的にはがすことができません。無理にはがすとせんすの紙部分が破れたり、ケバ立ちが生じたりする恐れ
があります。（アイロン転写紙がせんすから浮いたりはがれたりするときは、アイロンの熱が足りていないときです。はがれかけているときは、しっかり再度ア
イロンをかけてください。）
●用紙は必要なだけ取出し、開封後はなるべく早めにお使いください。
●コピー機、カラーレーザープリンタ、モノクロレーザープリンタ、ドットプリンタ、熱転写プリンタなど対応のインクジェットプリンタ以外では使用できません。

●使用しない用紙は必ずビニール袋に入れて気温40℃以下、湿度80％以下の場所で重量がかからないようにして、水平にして保管してください。外で長い
時間放置いたしますと、反りが発生したりする可能性があります。
●高温、高湿、直射日光、蛍光灯の光など、また空気の流れ（空調など）のある場所を避けて保管してください。
●閉め切った車内やトランクなど、高温になる条件での保管は避けてください。
●開封後はなるべく早めにお使いください。開封したまま、長期間保管されると、印刷したとき文字がにじむなど、印刷がうまくできなくなる恐れがあります。

●保存するとき
　高温多湿の場所でせんすをたたんで保管すると転写部分が貼り付く恐れがあります。特に車の中など高温多湿の場所での保管はなるべく避けてください。

4

・せんすの開閉をくり返すうち、せんすの「谷」部分の転写紙が浮き
上がってくることがあります。そのときは再度ハンカチであて布を
して低温でアイロンをかけてください。再度貼りつけることができ
ます。また、「まわり」がはがれてきたときも同様にあて布をして低
温でアイロンをかけてください。

●せんすの折り目部分が浮き上がってきたとき、
　またはがれのあるとき

転写部分のまわり

谷部分

ご注意
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